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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券（インデックス型）
信 託 期 間 2023年２月10日から無期限です。

運 用 方 針
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイ
ド（円換算ベース、為替ヘッジなし）に連動する投資成果
をめざして運用を行います。

主要投資対象

た わ ら ノ ー ロ ー ド
新興国現地通貨建債券
＜ラ ッ プ 専 用＞

新興国現地通貨建債券インデックス・
マザーファンド受益証券を主要投資対
象とします。また、上場投資信託証券
等に投資する場合があります。

新興国現地通貨建債券
イ ン デ ッ ク ス ・
マ ザ ー フ ァ ン ド

新興国の現地通貨建ての公社債を主要
投資対象とします。また、上場投資信
託証券等に投資する場合があります。

運 用 方 法
マザーファンド受益証券の組入比率は、原則として高位を
維持します。
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジは
行いません。

組 入 制 限

マザーファンド受益証券への投資割合には、制限を設けま
せん。
株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％
未満とします。
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

決算日（毎年５月８日。休業日の場合は翌営業日。）に、
繰越分を含めた経費控除後の配当等収益（マザーファンド
の信託財産に属する配当等収益のうち、信託財産に属する
とみなした額（以下「みなし配当等収益」といいます。）
を含みます。）および売買益（評価益を含み、みなし配当
等収益を控除して得た額）等の全額を分配対象額とし、基
準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合は分配を行わない場
合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「たわらノーロード　新興国現
地通貨建債券＜ラップ専用＞」は、
2024年５月８日に第２期の決算を行い
ました。ここに、運用経過等をご報告申
し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

たわらノーロード　新興国現地通貨建債券
＜ラップ専用＞

運 用 報 告 書（全体版）
第２期<決算日2024年５月８日>
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1－　　－

たわらノーロード　新興国現地通貨建債券＜ラップ専用＞

■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ

グローバル・ディバーシファイド 債券組入

比 率

債券先物

比 率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産

総 額(分配落) 税 込み分配金
期 中
騰落率

(円換算ベース、
為替ヘッジなし)
(ベンチマーク)

期 中
騰落率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (２月９日)
2023年２月10日 10,000 － － 35,300.04 － － － － 1

１期(2023年５月８日) 10,412 0 4.1 37,522.57 6.3 － － 98.9 6,076
２期(2024年５月８日) 12,072 0 15.9 44,367.12 18.2 － － 99.5 19,691

（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託受益証券組入比率」は実質比率を記載

しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）ベンチマークはＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円換算ベース、為替ヘッジなし）であり、算出にあたっては

米ドルベース指数をもとに委託会社が独自に円換算しています（以下同じ）。
（注５）ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドに関する著作権等の知的財産その他一切の権利はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリ

ティーズ・エルエルシーに帰属します（以下同じ）。
（注６）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ

グローバル・ディバーシファイド 債券組入

比 率

債券先物

比 率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率

(円換算ベース、
為替ヘッジなし)
(ベンチマーク)

騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％
2023 年 ５ 月 ８ 日 10,412 － 37,522.57 － － － 98.9

５ 月 末 10,653 2.3 38,041.49 1.4 － － 99.4
６ 月 末 11,235 7.9 40,502.34 7.9 － － 99.3
７ 月 末 11,187 7.4 40,572.98 8.1 － － 98.5
８ 月 末 11,356 9.1 41,220.48 9.9 － － 98.6
９ 月 末 11,008 5.7 40,162.18 7.0 － － 99.4
10 月 末 11,022 5.9 40,317.53 7.4 － － 99.5
11 月 末 11,488 10.3 42,103.88 12.2 － － 99.5
12 月 末 11,321 8.7 41,592.54 10.8 － － 97.9

2024 年 １ 　 月 　 末 11,652 11.9 42,292.83 12.7 － － 115.2
２ 月 末 11,808 13.4 43,086.63 14.8 － － 99.5
３ 月 末 11,800 13.3 43,399.92 15.7 － － 99.2
４ 月 末 12,059 15.8 44,191.91 17.8 － － 99.0

（期　末）
2024 年 ５ 月 ８ 日 12,072 15.9 44,367.12 18.2 － － 99.5

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託受益証券組入比率」は実質比率を記載

しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2023年５月９日から2024年５月８日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　中南米を中心に新興国現地通貨建て債券市場が上昇し、基準価額は上昇しました。
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第１期末
（2023.５.８）

第２期末
（2024.５.８）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

第 ２ 期 首 ： 10,412円
第 ２ 期 末 ： 12,072円
（既払分配金０円）
騰 落 率 ： 15.9％
（分配金再投資ベース）
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投資環境
　新興国現地通貨建て債券市場は上昇しました。堅調な米経済指標などを受けて米国における軟着陸期
待が高まり、リスク選好が改善したことなどが上昇要因となりました。国別では、消費者物価指数の伸
びが鈍化傾向にあるコロンビアやウルグアイなど、中南米地域の上昇が目立ちました。

　新興国通貨は、対米ドルで下落しました。特に高インフレが続いたトルコリラは大きく下落しました。
米ドルは、米経済指標が堅調な中、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）の金融引き締めが長期化するとの見方
などが強まった一方、日銀がマイナス金利を解除したものの緩和的な金融環境を維持したことで日米に
おける金融政策の違いが意識され、対円で上昇しました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンドを高位に組み入れました。

●新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンド
　ベンチマークであるＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円換算ベース、為
替ヘッジなし）とポートフォリオのリスク特性を概ね一致させることを目指してポートフォリオを構築
しました。
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分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
当期

2023年５月９日
～2024年５月８日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 2,071円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で18.2％上昇しました。当ファンドはベンチマークを2.3％下回りました。
この差異は、マザーファンドが保有する上場投資信託証券のベンチマークが当ファンドのベンチマーク
と異なることなどによるものです。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

（％）
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今後の運用方針
●当ファンド
　新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンドを高位に組み入れます。

●新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンド
　引き続き、ベンチマークの動きを概ね捉える投資成果をめざして運用を行います。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第２期

項目の概要（2023年５月９日
～2024年５月８日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 21円 0.187％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,321円です。

（投信会社） (17) (0.154) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） ( 1) (0.011) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 2) (0.022) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 1 0.008 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（投資信託受益証券） ( 1) (0.008)
(ｃ) 有価証券取引税 0 0.000 (ｃ) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数

有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金
（投資信託受益証券） ( 0) (0.000)

(ｄ) その他費用 1 0.011 (ｄ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） ( 1) (0.008) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） ( 0) (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
（その他） ( 0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 23 0.206
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、こ
のファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.20％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

総経費率
0.20％

運用管理費用
（投信会社）
0.15％

運用管理費用
（販売会社）
0.01％

運用管理費用
（受託会社）
0.02％

その他費用
0.01％
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2023年５月９日から2024年５月８日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

新 興 国 現 地 通 貨 建 債 券
インデックス・マザーファンド 12,001,242 13,986,719 1,565,215 1,749,685

■利害関係人との取引状況等（2023年５月９日から2024年５月８日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンド 5,831,165 16,267,192 19,684,930

■自社による当ファンドの設定・解約状況
期首残高（元本） 当期設定元本 当期解約元本 期末残高（元本） 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
1 － 1 － 当初設定時又は当初運用時における取得の処分

■投資信託財産の構成� 2024年５月８日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンド 19,684,930 99.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 59,886 0.3
投 資 信 託 財 産 総 額 19,744,816 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）期末の新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンドの外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、19,638,274千円、99.1％

です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2024年５月８日における邦貨換算

レートは、１アメリカ・ドル＝154.95円です。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2024年５月８日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 19,744,816,471円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 59,886,465

新 興 国 現 地 通 貨 建 債 券
インデックス・マザーファンド(評価額) 19,684,930,006

(Ｂ) 負 債 53,669,703

未 払 解 約 金 41,036,133

未 払 信 託 報 酬 12,393,799

そ の 他 未 払 費 用 239,771

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 19,691,146,768

元 本 16,311,621,795

次 期 繰 越 損 益 金 3,379,524,973

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 16,311,621,795口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,072円
（注）期首における元本額は5,835,682,826円、当期中における追加

設 定 元 本 額 は 12,861,699,007 円 、 同 解 約 元 本 額 は
2,385,760,038円です。

■損益の状況
当期　自2023年５月９日　至2024年５月８日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △2,331円

受 取 利 息 4,550
支 払 利 息 △6,881

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,250,896,250
売 買 益 1,367,920,202
売 買 損 △117,023,952

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △19,676,805
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,231,217,114
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 224,330,136
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,923,977,723

(配 当 等 相 当 額) (624,288,000)
(売 買 損 益 相 当 額) (1,299,689,723)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,379,524,973
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 3,379,524,973
追 加 信 託 差 損 益 金 1,923,977,723
(配 当 等 相 当 額) (671,619,285)
(売 買 損 益 相 当 額) (1,252,358,438)
分 配 準 備 積 立 金 1,455,547,250

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費控除後の配当等収益 630,380,455円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 600,836,659
(ｃ) 収 益 調 整 金 1,923,977,723
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 224,330,136
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 3,379,524,973
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 2,071.85
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ

グローバル・ディバーシファイド 債券組入

比 率

債券先物

比 率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産

総 額期 中
騰落率

(円換算ベース、
為替ヘッジなし)
(ベンチマーク)

期 中
騰落率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (２月９日)
2023年２月10日 10,000 － 35,300.04 － － － － 0.995

１期(2023年５月８日) 10,417 4.2 37,522.57 6.3 － － 98.9 6,074
２期(2024年５月８日) 12,101 16.2 44,367.12 18.2 － － 99.5 19,684
（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）ベンチマークはＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円換算ベース、為替ヘッジなし）であり、算出にあたっては

米ドルベース指数をもとに委託会社が独自に円換算しています（以下同じ）。
（注４）ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドに関する著作権等の知的財産その他一切の権利はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリ

ティーズ・エルエルシーに帰属します（以下同じ）。
（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンド
運用報告書

第２期（決算日　2024年５月８日）
（計算期間　2023年５月９日～2024年５月８日）

　新興国現地通貨建債券インデックス・マザーファンドの第２期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2023年２月10日から無期限です。

運 用 方 針
主として新興国の現地通貨建ての公社債に投資を行い、ＪＰモルガンＧＢＩ
－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円換算ベース、為替ヘッジなし）
に連動する投資成果をめざして運用を行います。

主 要 投 資 対 象 新興国の現地通貨建ての公社債を主要投資対象とします。また、上場投資信
託証券等に投資する場合があります。

主 な 組 入 制 限 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％未満とします。
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ

グローバル・ディバーシファイド 債券組入

比 率

債券先物

比 率

投資信託
受益証券
組入比率騰落率

(円換算ベース、
為替ヘッジなし)
(ベンチマーク)

騰落率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％
2023 年 ５ 月 ８ 日 10,417 － 37,522.57 － － － 98.9

５ 月 末 10,659 2.3 38,041.49 1.4 － － 99.5
６ 月 末 11,244 7.9 40,502.34 7.9 － － 99.3
７ 月 末 11,197 7.5 40,572.98 8.1 － － 98.5
８ 月 末 11,368 9.1 41,220.48 9.9 － － 98.6
９ 月 末 11,022 5.8 40,162.18 7.0 － － 99.4
10 月 末 11,037 6.0 40,317.53 7.4 － － 99.6
11 月 末 11,506 10.5 42,103.88 12.2 － － 99.5
12 月 末 11,340 8.9 41,592.54 10.8 － － 98.0

2024 年 １ 　月 　末 11,674 12.1 42,292.83 12.7 － － 115.3
２ 月 末 11,832 13.6 43,086.63 14.8 － － 99.5
３ 月 末 11,826 13.5 43,399.92 15.7 － － 99.3
４ 月 末 12,088 16.0 44,191.91 17.8 － － 99.1

（期　末）
2024 年 ５ 月 ８ 日 12,101 16.2 44,367.12 18.2 － － 99.5

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2023年５月９日から2024年５月８日まで）

基準価額等の推移
　当ファンドの基準価額は12,101円となり、前
期末比で16.2％上昇しました。

基準価額の主な変動要因
　中南米を中心に新興国現地通貨建て債券市場が
上昇し、基準価額は上昇しました。

投資環境
　新興国現地通貨建て債券市場は上昇しました。
堅調な米経済指標などを受けて米国における軟着
陸期待が高まり、リスク選好が改善したことなど
が上昇要因となりました。国別では、消費者物価
指数の伸びが鈍化傾向にあるコロンビアやウルグ
アイなど、中南米地域の上昇が目立ちました。

　新興国通貨は、対米ドルで下落しました。特に
高インフレが続いたトルコリラは大きく下落しま
した。米ドルは、米経済指標が堅調な中、ＦＲＢ
（米連邦準備理事会）の金融引き締めが長期化す
るとの見方などが強まった一方、日銀がマイナス
金利を解除したものの緩和的な金融環境を維持し
たことで日米における金融政策の違いが意識され、
対円で上昇しました。

ポートフォリオについて
　ベンチマークであるＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円換算ベース、為
替ヘッジなし）とポートフォリオのリスク特性を概ね一致させることを目指してポートフォリオを構築
しました。
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14－　　－

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で18.2％上昇しました。当ファンドはベンチマークを2.1％下回りました。
この差異は、当ファンドが保有する上場投資信託証券のベンチマークが当ファンドのベンチマークと異
なることなどによるものです。

今後の運用方針
　引き続き、ベンチマークの動きを概ね捉える投資成果をめざして運用を行います。
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■１万口当たりの費用明細
項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) 売 買 委 託 手 数 料 1円 0.008％ (ａ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（投資信託受益証券） (1) (0.008) 売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

(ｂ) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.000 (ｂ) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
（投資信託受益証券） (0) (0.000) 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

(ｃ) そ の 他 費 用 1 0.008 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保 管 費 用） (1) (0.008) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（そ の 他） (0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等
合 計 2 0.016

期中の平均基準価額は11,337円です。
（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2023年５月９日から2024年５月８日まで）
　投資信託受益証券

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

アメリカ 千口 千アメリカ・ドル 千口 千アメリカ・ドル
VANECK J. P. MORGAN EM LOCAL 
CURRENCY BOND ETF

3,825.5 95,748 372.2 9,171
（－） （－） （－） （－）

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、合併、分割等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2023年５月９日から2024年５月８日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細
　外国投資信託受益証券

銘 柄 期 首(前期末) 当 期 末
口 数 口 数 外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 比 率

（アメリカ） 千口 千口 千アメリカ・ドル 千円 ％
VANECK J. P. MORGAN EM LOCAL CURRENCY BOND ETF 1,753.795 5,207.095 126,428 19,590,059 99.5

合 計 口 数 ・ 金 額 1,753.795 5,207.095 126,428 19,590,059 －
銘 柄 数<比 率> 1銘柄<98.9％> 1銘柄<99.5％> － － 99.5

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）比率は、期末の純資産総額に対する投資信託受益証券評価額の比率です。
（注３）金額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合がありま

す。
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■投資信託財産の構成� 2024年５月８日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 19,590,059 98.9
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 219,061 1.1
投 資 信 託 財 産 総 額 19,809,121 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、19,638,274千円、99.1％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2024年５月８日における邦貨換算

レートは、１アメリカ・ドル＝154.95円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2024年５月８日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 19,809,121,887円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 219,061,977

投 資 信 託 受 益 証 券(評価額) 19,590,059,910

(Ｂ) 負 債 124,450,665

未 払 金 124,450,665

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 19,684,671,222

元 本 16,267,192,799

次 期 繰 越 損 益 金 3,417,478,423

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 16,267,192,799口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,101円
（注１）期首元本額 5,831,165,887円

追加設定元本額 12,001,242,319円
一部解約元本額 1,565,215,407円

（注２）期末における元本の内訳
たわらノーロード　新興国現地通貨建債券＜ラップ専用＞

16,267,192,799円
期末元本合計 16,267,192,799円

■損益の状況
当期　自2023年５月９日　至2024年５月８日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 661,211,364円

受 取 配 当 金 657,934,421
受 取 利 息 3,291,120
支 払 利 息 △14,177

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 712,790,954
売 買 益 1,426,768,188
売 買 損 △713,977,234

(Ｃ) そ の 他 費 用 △836,989
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,373,165,329
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 243,306,006
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 △184,469,593
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,985,476,681
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 3,417,478,423

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 3,417,478,423
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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